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くりの落果に関する研究（第2報）

施肥，雄花穂の除去ならびにしゃ光が銀寄の早期落果におよぼす影響

海老原武士・青木秋広・坂本秀之

1　緒　　　　言
　著者らは前報（1）において，くりの生理的落果にはそ

れぞれ原因を異にした早期落果と後期落果があること

を明らかにし，銀寄に多くみられる早期落果は授粉と

は無関係に起るもので，結果母枝および結果枝の弱小

なもの，開花のおくれたものが多く落果し，落果した

ものは落果しないものに比してきゅう果の発育が劣っ

ていることからみて，くり樹の栄養状態の良否に影響

されるところが大きいことを報告した。さらに，銀寄

の早期落果が曇天の続いた後に激しく起り，また，6

月下旬～7月上旬の日照に恵まれた年に少ないことか

ら，この時期の日照条件と密接な関係があること，銀

寄の早期落果が純雄花穂の落下に続いて激しく起るこ

とからみて，純雄花穂の開花に伴なう養分の消耗が早

期落果にかなりの影響をおよぼしているであろうこと

を推論した。

　本試験は銀寄の早期落果に関する上記の諸問題を実

験的に明らかにするために行なったものであり，それ．

ぞれの実験は規模も小さく，不備な点も少なくないが

一応とりまとめて報告することとした。

　本稿を草するに当って御校閲を賜わった干葉大学園

芸学部永沢勝雄博士に対し厚く謝意を表する。

Ⅱ　実験材料および方法

　本実験に供試した品種はすべて銀寄であり，腐植質

火山灰土壊に栽植されたものである。

1　施肥が早期落果におよほす影響（1959）

　施肥の有無および元肥施肥時期と早期落果との関係

を明らかにするために，9年生樹（7x7m植）を供

試して第1表に示すような設計で実施した。

第1表試験区の構成

区 元肥施肥時期 1樹当り施肥量
硫安1.8kg 熔燐1.1kg 塩加0.5kg

　　　〃　　　　　　〃　　　　　〃

施　　肥　　方　　法

樹冠下全面に散布浅く中耕

　供試樹数は各区とも3樹としたが，秋肥区および無

肥料区ともに1樹が胴枯れ病によって枯死したため，

この2区は2樹について調査を行なった。

　各樹について，4月上旬に結果母枝の長さによって

強枝（50～60cm）弱枝（30～40cm）それぞれ25本を選び，

この枝について新しょう伸長量，雌花着生数および落

果調査を行なった。

　6月23日に各樹から50枚の葉を採取してN，P2O5，

K20含量を測定した。

2　雄花穂除去が早期落果におよぼす影響（1958，

1960）

　純雄花穂の開花に伴なう養分の消耗が銀寄の早期落

果にいかなる影響をおよぼすかを明らかにするため

に，雄花穂除去区と放任区の2区を設けて実験を行な

った。

　1958年は8年生樹について同一樹上の大きさがよく

揃った4年生枝を単位として行ない，各区4本の枝を

供試した。1960年は樹勢良好な8年生樹（5．4×5．4m

植）を用いて，樹を単位として行ない，各区3樹を供

試した。雄花穂の除去は純雄花穂と帯雌花穂の判別が

つくようになった時期（1958年は5月11日，1960年は

5月23日）に全部の雄花穂を除去した。この時期には

雄花穂の除去は容易で，雄花穂除去のために結果枝が

いためられるようなことはなかった。

　さらに，1960年には別な1樹について，雄花穂の満

開時に全部の雄花穂を摘みとり，秤量分析を行ない，

雄花穂に含まれる肥料成分量を算出した。

3　しゃ光が早期落果におよほす影響（1962）

日照条件と早期落果との関係を明らかにするために

5年生樹（初めの3年間鉢植えとし，圃場へ移して2

秋　肥　区

春　肥　区

無 肥 料 区

1958年10月1日

1959年4月8日
した。
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年目のもの）8樹を供試してこれをし車光区と対照区

の2区に区分した。し皐光区のし亭光材料はヨシズ1

第1図ヨシズによるしや光状態

枚とし，第1図に示すように上面および側面をおおつ

、た。し亭光期間は6月10日～7月20日である。1樹当

りの雌花着生数は60～100であった。

皿　実験結　果

1　施肥が早期落果におよぼす影響

（1）新しょう伸長量

開花時の6月12日に各結果母枝先端の新しょう伸長

第2表新しょう伸長量

　　　　　　　（6月12日測定o加）

区

秋肥区　菅静

春肥区　＊

無肥料区

　　　　強　　枝1弱　　枝

　123・71

22．9

187
　1

18．2

16．7

13．4

備考　＊　3樹平均

　　＊＊2樹平均

て劣っている。

量を測定し

た結果は第

2表のとお
りで，強枝，

弱枝ともに

秋肥，春肥

両区間に大

差なく，無

肥料区は前

2区に比し

（2）葉内成分含量

6月23日に採取した葉について1〉，P205，K20含量

　　　　　　　　　　　　　　　を測定した
第3表葉内成分含量（轟親）

返 ノ〉　　P205 κ20

秋肥区　＊＊　　2．52　0，21　0．81
　　　　　1
春肥区＊　12．79　0．2410．92
無肥料区＊＊i2。28・。211・．74

備考　第2表脚注に同じ

結果は第3
表のとおり

でN含量は
春肥区が最

も多いが秋

肥区との間

に大差な
く，無肥料

区の含量は前2区に比してかなり少ない値を示してい

る。．P205含量は各区間にほとんど差が認められな

い。K20含量はNと同様な傾向を示しているが，各区

間の差はNに比して少ない。

⑧　結果母枝1本当りの結果枝発生数および雌花着生

　数

　調査結果は第4表のとおりで，強枝では結果枝発生

数および雌花着生数のいずれも春肥区が最も多く，無

第4表結果母枝1本当り結果枝

　　　発生数および雌花着生数

区

秋肥区　＊＊

春肥区　＊

無肥料区＊＊

結果枝発生数

強枝1
2．21

2．53

1．81

弱枝
1．12

1．29

1．00

雌花着生数

強枝

3．53

3．87

2．71

弱枝
1．68

2．02

1．45

備考　第2表脚注に同じ

肥料区が最も少ない。また春肥区と秋肥区の差は秋肥

区と無肥料区との差に比して僅少である。弱枝も強枝

と同様に春肥区が最も多く，ついで秋肥区，無肥料区

の順になっている。

　なお，本調査の対象にした各樹25本の結果母枝のな

かで・弱枝では元来雌花が分化形成されなかったもの

か，または発育途上で落らいしたものかは不明である

が，6月12日の調査で雌花が着生していなかったもの

が1樹当り秋肥区1～4本，春肥区3～9本，無肥料

区3～8本認められ，第4表はこれらの枝を除外した

ものであるから，この雌花を着生していなかった枝を

も含めて考えると，無肥料区と秋肥区および春肥区の

差はさらに大きくなるはずである。

　（4）落　　果　　率

　開花時（6月12日）から7月31日までの累積落果率

は第5表のとおりで，強枝では秋肥区が12．0％で最も

第5表早期落果率（謂藁昇～7月）

区

秋肥区　＊＊

春肥区　＊

無肥料区

螢弓 枝1弱 枝

調査花数釈考）驚働課考）
1731

2751

133

12．oi

　l
16。5

24．5

76i　15．4

125　　　　31．0・

57　　25．5
　1

備考　＊調査花数3樹合計，落果率3樹平均

　　＊＊調査花数2樹合計，落果率2樹平均

少なく，無肥料区は24。5％で最も多い値を示し，春肥

区は16．5彩で秋肥区に比してやや多いが大差はない。
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e

の

臼

令



o

o

6

鶏

希

　弱枝では秋肥区が15．4％で強枝の場合と同様に最も

少ない。春肥区は3LO％で最も多く強枝の場合と異な

り無肥料区の25．5％よりも高い落果率を示した。

2　雄花穂の除去が早期落果におよほす影響

　（1）1958年の実験

　4年生の枝を単位として行なった実験結果は第6表

のとおりで，開花時から7月未日までの早期落果率は

第6表　雄花穂除去と早期落果との関係

区

雄花穂除去区

放　任　区

1雌花数隣果数1落鷺）巨・

Q
／
77
7

ド

14　17．7

32　41．6

10，68＊＊

（p＜0．001）

備考　＊＊　Eig〃y　S碧％がicα漉

雄花穂除去区の17．7％に対して放任区は4L9％の高率

を示し，落果数に関してx2検定を行なつた結果，両区

澗には1％レベルで有意差が認められる。

　（2）1960年の実験

　樹を単位として行なった実験結果は第7表のとおり

である。

第7表　雄花穂除去と雌花着生数および早期

　　　落果との関係

区1樹番号

穂
区
花
去
雄
除

放任区

F

1
2
3
均

　
　
　
平

1
2
3
均

　
　
　
平

結果母

枝数

0
0
Q
／

5
【
」
4

雌花
総数

320

309

292

Q
’
0
0

4
尺
》
r
D

225

260

201

　
率
）

　
果
％

　
落
（

　
数
　
果
　
融
降

母
本
雌
数

果
1
り

結
枝
当
花

6．4

6．2

6，0

6．2

4．6

5．2

4．0

4．6

　＊
20．21

0
0
Q
ノ

∠
Q
7
4

Q
り
0
！
O

∩
∠
つ
Q
－

18．8

22．7

16．8

19．4

12．4

11．5

8．O

IO．6

　＊
40．33

備考　＊S匁初ノicα漉　落果率6月23日～7月31日

　　累計

　まず，各樹の外周部の勢力良好な結果母枝について

6月23日に調査した結果母枝1本当りの雌花着生数に

ついてみると・雄花穂除去区は6．0～6．4，3樹平均6

．2，放任区はそれぞれ4．0～5．2，4，6であり，雄花穂

除去区に比して放任区が少なく，両区間には5％レベ

ルで有意差が認められる。

　つぎに落果率についてみると，1958年の4年生の枝

を単位として行なった実験結果とは逆に雄花穂除去

区が16．8～22．7％，3樹平均19・4％で，放任区のそれ

ぞれ8．0～12．4％・10．6彩に比して多く，両区間の落
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果率には5％レペルで有意差が認められる。

　⑧　雄花穂着生量および成分含量

　1960年に10アール当り33本植の8年生樹について雄

花穂満開時に1樹の全雄花穂を摘みとり，生体重，乾

燥重および肥料成分含量を測定した結果は第8表のと

おりである。

　第8表　1樹当り雄花穂着生量および成分含量

　　　　　　　乾物中％
讐
、
惣
馴 N瞬

1樹当り全量
　　　（9）

　　し
！〉匹05

軌84512・77711・釧・・301 41．93　　8．33

　備考　10アール33本植　8年生樹

　これによると，8年生樹1樹当りの雄花穂生体重は

9．845勾，乾物重2．777鱈であり，肥料成分含量につい

ては，分析材料の取り扱いが不備であったためにん0

の分析を欠いたが，N　L51％，P2050．30％の含有率

を示し，この結果から1樹当りの雄花穂に含有される

2〉およびP205全量を算出すると1〉4L939，P2058。

339となりこれを10アール当りに換算するとそれぞれ

L384匂，0．275砲となり，これが雄花穂の開花に伴

なって消耗される養分量である。

　3　しゃ光が早期落果におよほす影響

　実験結果は第9表および第2図のとおりである。

第9表時期別落果数および落果率（4樹合計）

期 間

6月20日まで

　21～25

　26～30
7月1～5

　6～10

　11～15

　16～20

　合　計

雌花着生数＊

対照区
落果数i 率

）
果
％
落
（

oi　　O
　i

71　　2．4

24 　8．3
　1
27　　9．3

34　　11．7

13　　4．5

18　　6．2

123142・4
290

｝
〕 車光区
落果数i 率

）
果
％
落
（

50！

8ヨ

26

54

56

10

4
　1
28η

17．8

28．8

9．3

19．2

19．9

3．6

1．4

100

281

備考　＊　6月10日調査

　まず・し車光開始の6月10日から処理終了』の7月20

日までの累積落果率についてみると・対照区の42．4％

に対してし却光区は100％で銀寄の早期落果はし幽光

によっていちじるしく増加することを示している。

　つぎに，第2図によって早期落果の波相をみると，

対照区の落果は従来の調査結果（1）と同様に6月下旬に

始まり，梅雨に入って日照が減ずるにつれて落果率が

増加し，7月中旬以降日照が増大するにつれて落果率

の減少がみられる。
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第2図　自然状態における日照時数と銀寄の早期

　　　落果率曲線

’◎

　しゃ光区の落果はしゃ光開始後約1週 間で始まり，

対照区に比していちじるしく早まっており，6月第5

半旬に最高に達し，この時期までに46％強の落果率

を示した。6月末に落果率はやや減少したが，その後，

再び増加して7月上旬に第2回の落果の山がみられ，

7月10日までの累積落果率は95％に達した。

　このしわ光区の第1期の落果は処理直後の6月第3

半旬の自然状態における日照がいちじるしく少なく，

これがしぬ光によってきわめて強度な日照不足を来た

したためと思われる。6月末に落果がやや減少したの

は6月第4～5半旬の日照が多く，ヨシズを通してな

おかなりの日照を受け得たことによるものと考えられ

る。その後，7月一ヒ旬に再び落果率が増加したのは，

6月第5半旬以後の梅雨入りとともに自然状態におけ

る日照が減じ，遮光によって強度な日照不足を来たし

た結果によるものと考えられる。

皿　考 察

　施肥試験各区の開花時における樹勢についてみる

と，秋肥，春肥の両区は無肥料区に比して優位にあっ

たことは明らかで，結果母枝1本当りの結果枝発生数

および雌花数の増加がみられる。

　早期落果におよぼす施肥の影響は結果母枝の強さに

よって異なり，結果母枝が強勢なものでは秋肥区およ

び春肥区は無肥料区に比して落果が少なく，春肥区は

秋肥区に比してやや多いが大差は認められない。これ

に対して，結果母枝が弱小なものでは秋肥区は無肥料

区に比して少ないが，春肥区は無肥料区に比してやや

高い落果率を示した。

　くり樹の雌花の形成について森田氏（9）らが静岡県興

津で調査した結果によれば，帯雌花穂の形成は4月上

中旬の発芽展葉と同時に行なわれ，雌花の分化は4月

中下旬であり，雌花の形成に対するせん定の効果が4

月中旬まで認められるが，4月上旬の催芽期を境とし

て減少するという梶浦氏（4）の実験結果からみて，雌花

着生の有無は新しょうとなるべき芽の萌芽期までの栄

養状態に影響されるものと考えられる。また，雌花の

分化は行なわれても，新しょうの栄養状態が悪い場合

には発育途上で雌花にまで発育せずに落らいするもの

がある。（4）

　果樹の収穫後に礼肥として施される秋肥の施肥が，

樹勢回復の効果が高く，翌年の開花結実に好影響をお

よぼすことが知られており（5｝7），板倉氏（2）は神奈川県

平塚においてN欠乏で樹勢が衰弱している鉢植えのく

り樹と圃場栽植の樹勢がやや弱っているくり樹を供試

して，施肥時期と雌花着生との関係について実験を行

ない，秋肥区は春肥区に比して結果母枝1木当りの雌

花着生数が増加することを明らかにしている。この場

合．鉢試験の春肥区の樹において，下位の純雄花穂と

は明らかに異り，短小な形態のいちじるしく開花期が

おそい花穂で，普通であれば当然帯雌花穂となるべき

花穂のうちに雌花を着生していないと認められる花穂

が多くみられることから，秋肥区が雌花の分化形成を

増加せしめたとはいい切れないが，少なくとも順調に

発育開花した雌花が多く着生したことは確実であると

述べている。

　したがって，本実験における秋肥区が春肥区に比し

て新しょうとなるぺき芽の栄養状態に対して早期から

好影響をおよぼしていたことは明らかであり秋肥区の

雌花数の増加が雌花の分化形成を増加したことによる

か，あるいは発育途上で落らいすべきものが雌花にま

で発育し得たものか，そのいずれにしても開花した雌

花の質的な面において優れていたものと考えられ，こ

のことが秋肥区，特に結果母枝が弱小なものの早期落

果が少なかったことの主な原因になっているものと考

えられる。

　以上のことから，銀寄の早期落果におよぼす施肥の

影響は結果母枝が強勢なものあるいは樹勢がよいもの

で元来新しょうとなるべき芽の栄養状態がよいもので

は施肥時期のいかんにかかわらず，施肥によって雌花

数の増加とともに雌花の質的な向上をもたらして早期

落果を減少せしめることが可能であり，結果母枝が弱

小なものあるいは樹勢不良で元来新しょうとなるべき

芽の栄養状態が悪いものでは秋肥施肥は雌花数の増加

とともに雌花の質的な向上をもたらし，早期落果を減

少せしめ得るが，春肥施肥は雌花数は増加しても質的

な向上が伴なわないために早期落果を減少する効果は

期待出来ないものと考えられる。

　純雄花穂の開花に伴なう養分消耗量（開花時の純雄

花穂中の肥料成分全量）は実験結果のなかで述べたよ

うに，10アール当り33本植えの8年生樹で1樹当りN

41．939，P2058．339であり，10アール当りに換算す
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るとそれぞれ1．384吻，0．275砲である。

　高馬氏ら（8）が島根県で重粘土の台地に植えた10アー

ル当り33本植えの銀寄8年生樹についてくり樹各部分

（純雄花穂の測定を欠く）の肥料成分吸収量を調査し

たものによると，1樹当り成分吸収量がN233．09

で，409以上を示した器官は葉だけで，その他の器官

は9．7～27．99であり，P205の全量は87．99で，89

以上を示したものは葉，果実，きゅうおよび根（根幹を

除く）であり，このうち果実およびきゅうの吸収量はそ

れぞれ8．69，8．99である。この高馬氏らの調査結果

と立地条件がいちじるしく異なる本実験の供試樹を直

接比較することは困難であるが，純雄花穂中の肥料成

分含量はくり樹全体の肥料成分吸収量の内のかなりの

部分をしめていることが知られ，銀寄の早期落果の多

少が，開花時の結果枝，雌花の栄養状態と関係がある

（1）以上，この純雄花穂の開花に伴なう養分消耗との関

係を無視するわけにはゆかない。

　ところが，本実験結果によれば，1958年の4年生の

枝を単位として行なった実験では雄花穂除去区は放任

区に比して早期落果が明らかに減少したが・1％0年の

樹を単位として行なった実験では雄花穂除去の効果が

認められず，早期落果はかえって増大した・

　このように，両年の実験がなぜ異なった結果を示し

たかについて考えてみると，1958年の実験では雌花数

の増加がみられなかったのに対して，1960年の実験で

は結果母枝1本当りの雌花数の増加がみられたことに

問題があるように思われる。

　この1％0年の雌花数の増加はそのすぺてが放任の場

合には雌花にまで発育せずに当然落らいすべきものが

純雄花穂の早期除去によって新しょうの栄養状態がよ

くなったために雌花にまで発育し得たものであると考

えられる。この場合，新しょうの栄養状態におよぼす

影響の現われ方は，施肥試験の春肥区の場合に比して

も時期的におそく，したがって・純雄花穂除去によっ

て雌花にまで発育したが，質的な向上が伴なっていな

かったものと思われ，このことが，雌花数は増加した

が落果はかえって増加したことのおもな原因になって

いるものと考えられる。

　しかして，1960年の実験において，早期落果終了時

に落果せずに残っている結果母枝1本当りのきゅう果

数を比較してみると，雄花穂除去区の4．78～5。96に対

して放任区は3．70～4．60で放任区が少ない。本実験で

は落らい花穂の詳細について調査していないが・落ら

い花穂をも考慮して考えるならば，雄花穂除去区の落

果（落らいしたものを含む）は放任区に比して減少し

たことは明らかである。

　1958年の4年生の枝を単位として行なった実験では

雌花数の増加がみられず，純雄花穂の開花に伴なう養
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分の消耗だけがなくなったために落果か減少したもの

と考えられる。

　以上の結果から，純雄花穂除去による雌花数の増加

を除外して考えるならば，純雄花穂の除去は早期落果

を減少させることは確実で前報（1）で推論したように，

純雄花穂の開花に伴なう養分の消耗が早期落果に対し

てかなりの影響をおよぼしていることは間違いないも

のと考えられる。

　し車光によって銀寄の早期落果が増大することは実

験成積によって明らかである。

　本実験においては遮光下の光度および同化量の測定

を行なっていないが，小林氏ら（6）がヨシズ1枚を用い

て遮光した時の遮光下の光度を測定した結果によれ

ば，光度比数は対照区に対して晴天日で43，曇天日は

47に低下することを示している。また，同氏らの測定

値についてみると，自然状態においても曇天あるいは

雨の日の光度は晴天の日に比して113～1／2位である。

また，岩崎氏ら（3）がコモおよびスダレを用いて遮光し

た時の照度を測定した結果によれば，それぞれ無遮光

状態の3～11％，24～85％であり，柑橘の樹冠下の照

度は1～19％で，すべてスダレで遮光したものより

いちじるしく低く，コモで遮光した時よりも低いもの

が多数あり，樹冠が互いに隣樹と接しているような密

植園の地面上の大部分が，コモで遮光したものより低

いものがあつたと述ぺている。

　これらのことからみて，梅雨期に曇天あるいは雨の

日が比較的長期間続いた場合は早期落果が多くなるこ

とは明らかである。この場合，特に無せん定状態で枝

葉が混雑していたり，密植で樹冠が互いに隣樹と接し

ているような状態のものでは，樹冠内部あるいは下部

のものほど影響が強く現われて多く落果するものと思

われる。

　宇都宮における銀寄の雄花穂の開花盛期は例年6月

18日～24日頃で梅雨期と一致する。銀寄の早期落果が

7月上旬に最も激しく起るのは，雄花穂除去および遮

光試験の結果からみて，雄花穂の開花に伴なう養分の

消耗と梅雨期の長期にわたる日照不足が重複する結果

によるものと考えられる。

　以上の諸結果から綜合的に考察すると，銀寄の早期

落果は栄養条件を主因とし，これに梅雨期の日照不足

が加わって起るものと考えられる。

V　摘 要

　1　1958～1962年に銀寄の早期落果におよぼす施

肥，純雄花穂除去および遮光の影響について実験を行

なつた。

　2　秋肥施肥区は無肥料区に比して結果母枝1本当
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りの雌花着生数が増加し，早期落果は減少した。春肥

施肥区は結果母枝が強勢なものでは秋肥区と同様な結

果を示したが，結果母枝が弱小なものでは無肥料区に

比して雌花着生数は増加したが早期落果減少の効果は

認められなかった。

　3　純雄花穂の開花に伴なう養分消耗量（開花時の

純雄花穂中に含まれる肥料威分全量）は，10アール当

り33本植えの銀寄8年生樹で1樹当りN41．399・P2

0・8．339であり，早期落果にかなり影響しているも

のと思われた。

　4　6月10日～7月20日までヨシズ1枚を用いて遮

光した結果，この期間の落果率は放任区の42．4％に対

して遮光区は100％で，遮光によつて銀寄の早期落果

はいちじるしく増加し，梅雨期の日照不足は銀寄の早

期落果を多くするものと思われた。
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くりの落果に関する研究（第2報）

施肥，雄花穂の除去ならびにしゃ光が銀寄の早期落果におよぼす影響

海老原武士・青木秋広・坂本秀之

●

●

1　緒

口

　著者らは前報（1）において，くりの生理的落果にはそ

れぞれ原因を異にした早期落果と後期落果があること

を明らかにし，銀寄に多くみられる早期落果は授粉と

は無関係に起るもので，結果母枝および結果枝の弱小

なもの，開花のおくれたものが多く落果し，落果した

ものは落果しないものに比してきゅう果の発育が劣っ

ていることからみて，くり樹の栄養状態の良否に影響

されるところが大きいことを報告した。さらに，銀寄

の早期落果が曇天の続いた後に激しく起り，また，6

月下旬〜7月上旬の日照に恵まれた年に少ないことか

ら，この時期の日照条件と密接な関係があること，銀

寄の早期落果が純雄花穂の落下に続いて激しく起るこ

とからみて，純雄花穂の開花に伴なう養分の消耗が早

期落果にかなりの影響をおよぼしているであろうこと

を推論した。

　本試験は銀寄の早期落果に関する上記の諸問題を実

験的に明らかにするために行なったものであり，それ．

ぞれの実験は規模も小さく，不備な点も少なくないが

一応とりまとめて報告することとした。

　本稿を草するに当って御校閲を賜わった干葉大学園

芸学部永沢勝雄博士に対し厚く謝意を表する。

∬　実験材料および方法

　本実験に供試した品種はすべて銀寄であり，腐植質

火山灰土壊に栽植されたものである。

1　施肥が早期落果におよほす影響（1959）

　施肥の有無および元肥施肥時期と早期落果との関係

を明らかにするために，9年生樹（7x7π植）を供

試して第1表に示すような設計で実施した。

第1表試験区の構成

区

元肥施肥時期

日日【

−　OQ

月月

10

4

年年

58

59

19

19

区区区

巴巴準

月月巴

　　月

秋春無

i樹当り施肥量

硫安L8匂熔燐1．1砲塩加0．5κg

　　〃　　　　　　ノノ　　　　　〃

施　　肥　　方　　法

｝轡響全面に散布浅く中耕

ら

砧

も

　供試樹数は各区とも3樹としたが，秋肥区および無

肥料区ともに1樹が胴枯れ病によって枯死したため，

この2区は2樹について調査を行なった。

　各樹について，4月上旬に結果母枝の長さによって

強枝（50〜600班）弱枝（30〜406π）それぞれ25本を選び，

この枝について新しょう伸長量，雌花着生数および落

果調査を行なった。

　6月23日に各樹から50枚の葉を採取して瓦為0、，

K20含量を測定した。

2　雄花穂除去が早期落果におよぼす影響（1958，

1960）

　純雄花穂の開花に伴なう養分の消耗が銀寄の早期落

果にいかなる影響をおよぼすかを明らかにするため

に，雄花穂除去区と放任区の2区を設けて実験を行な

った。

　1958年は8年生樹について同一樹上の大きさがよく

揃った4年生枝を単位として行ない，各区4本の枝を

供試した。1960年は樹勢良好な8年生樹（5．4×5．4π

植）を用いて，樹を単位として行ない，各区3樹を供

試した。雄花穂の除去は純雄花穂と帯雌花穂の判別が

つくようになった時期（1958年は5月11日，1960年は

5月23日）に全部の雄花穂を除去した。この時期には

雄花穂の除去は容易で，雄花穂除去のために結果枝が

いためられるようなことはなかった。

　さらに，1％0年には別な1樹について，雄花穂の満

開時に全部の雄花穂を摘みとり，秤量分析を行ない，

雄花穂に含まれる肥料成分量を算出した。

3　しゃ光が早期落果におよほす影響（1962）

日照条件と早期落果との関係を明らかにするために

5年生樹（初めの3年間鉢植えとし，圃場へ移して2

�





